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【課題の概要】 
本研究は、プログラムどおりに自動的に活動し物質生産す

る人工細胞群として定義される「オートマター」の実現を目
指している。  

【学術的意義、期待される研究成果等】 
物質工学の分野において、細胞に匹敵するような、望まれる

物質・構造を生産し続ける、従来技術にない高度な分子シス
テムを人工的に設計・構築することにより、生体または細胞
に近い自律的な「オートマター」を分子レベルから構築する
計画は、挑戦的であり、学術的独創性が高い。本研究が目指す
「オートマター」の実現のために、要素技術として 4 つのサ
ブテーマを設定して進める計画は、具体的であり高く評価で
きる。 

 


